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１．はじめに

 農業水利施設では，人手不足により限られた人員で施設管理を行わざるを得ない場合や，

台風等の暴風雨時や夜間等の危険な状況下での作業が必要となる場合があり，安全な管理

作業のための対策を講じることが喫緊の課題となっている．有効な対策の一つとして，極

力，危険な作業を省略することで，事故の発生を抑制することが考えられ，例えば，水位

や流量の遠方監視システムを導入することで現地での目視による確認作業を減らすことや，

予測システムを活用することで降雨前もしくは少雨時に作業を行い，危険な豪雨時におけ

る作業を減らすこと，等が対策として挙げられる．

こうした施設管理の安全性を高めるための対策を効果的に講じるためには，多様な農業

水利施設における様々な作業条件を考慮した上で，事故発生のリスク評価を行い，リスク

の高い施設や作業に対して対策を重点化させることが必要である．そこで本研究では，事

故リスクの評価の前段階として，農業水利施設の作業時の安全性に大きく影響していると

考えられる歩行時のすべりについて，建築分野等で活用されているすべり試験法を新たに

農業水利施設に適用し，そのすべり評価を試みた．

２．農業水利施設における事故リスクに係る聞取り

農業水利施設における事故の実態を把握するため，A 土地改良区を対象として，事故リ

スクに係る聞取りを実施した．A 土地改良区が管理する水路施設では，水源からセミクロ

ーズドタイプのパイプラインで送水され，分水を伴う調圧水槽から開水路もしくはパイプ

ラインで配水される．調圧水槽以降の開水路では降雨時に溢水し，農地や宅地に浸水被害

を生じさせる可能性がある．このため施設管理者は降雨

時に調圧水槽直下の開水路への送水バルブを閉めるこ

とで，開水路への送水を停止し浸水被害を防止する作業

を担っている．しかし，この降雨時の作業は，バルブ操

作や調圧水槽の水位監視を広域で行う必要があり，台風

等の暴風雨時では危険を伴う作業となる．このパイプラ

イン地区の降雨時の管理が必要な施設について，施設管

理者に対してアンケートを実施したところ，75%の施設

（24 施設の内，18 施設）で，降雨時に転倒等の事故が

発生したか，もしくは事故リスクが有ると認識しており

（図 1），降雨により事故リスクが増大していることが

推察された．
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図 1 降雨時管理施設での事故リスク 
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３．すべり試験の方法 

A 土地改良区では降雨時管理により転倒等の事故リスクが増大したため，本研究では，

A 土地改良区の降雨時管理が必要な水路施設の床材を対象にして，すべり試験を適用し，

作業時のすべり評価を実施した．対象とした床材は，①現場打ちコンクリート，②スチー

ル製縞鋼板の 2 種である．なお，試験は，農研機構の敷地内の屋外にて，A 土地改良区の

現地に類似した床材で行った．すべり試験機に装着するすべり片は，ゴムシート（硬さ：

A 形，厚さ：3mm，JIS K 6253），運動靴 4 種（A～D），長靴，の 6 種とした．また，すべ

りの評価はすべり試験から得られる次のすべり抵抗係数（C.S.R：Coefficient of Slip 

Resistance）を用いて行った． 
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𝑃௫：最大引張力（N），𝑊：鉛直力（N） 

すべり試験方法は JIS A 1454 に従い，すべり試験機は OH-101C（東北測器株式会社製）

を使用した．また，試験時の床材の状態は，無降雨時と降雨時を想定して，①乾燥状態と

②水散布状態（霧吹きで水道水散布）の 2 ケースとした． 

 

４．すべり試験結果 

C.S.R は床材とすべり片の組合せで

多様な値を示した（図 2）．全体の傾向

として乾燥状態では C.S.R は，スチー

ル製縞鋼板が現場打ちコンクリート

より小さい値を示し，スチール製縞鋼

板の方が滑り易い床材であるといえ

る．水散布状態では，現場打ちコンク

リートとスチール製縞鋼板のいずれ

も，すべり片によっては顕著に C.S.R

が低下した．聞取りから，現地の縞鋼

板製の階段では，すべりによる転倒事

故の危険性が高いことが判明してお

り，これを裏付ける結果といえる．ま

た，C.S.R が 0.7 以下になると，すべり

に対する安全性が急激に低下するこ

とが報告されており*，0.7 より小さい

C.S.R が散見されるスチール製縞鋼板

は，歩行時のすべりに対する安全対策

が必要な床材であると考えられる． 
図 2 C.S.R 測定結果 

C.S.R measurement results 
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